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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞の種類に依存せず、同型および異型の細胞間接着を媒介する。細胞接着および腫瘍の進行に関与する細胞表面糖タンパク質（PubMed:2803308, PubMed:2022629, PubMed:1378450, PubMed:8776764, PubMed:11590190, PubMed:10910050, PubMed:14724575, PubMed:16204051）。細胞間接着はカルシウムおよびフィブロネクチン非依存的に起こる（PubMed:2022629, PubMed:16204051）。 CEACAM5やCEACAM8といった他の癌胎児性抗原関連細胞接着分子と同種親和性および異種親和性の細胞接着を媒介する（PubMed:2803308、PubMed:2022629、PubMed:8776764、PubMed:11590190、PubMed:16204051）。CEACAM8との異種親和性相互作用は活性化好中球で起こる（PubMed:8776764）。サイトカイン活性化内皮細胞への好中球接着に関与する（PubMed:1378450）。腫瘍の進行を促進することでがん遺伝子として作用し、細胞遊走、内皮細胞への細胞接着、および細胞浸潤を正に制御する（PubMed:16204051）。また、膵臓腺癌および大腸癌細胞のアノイキスに対する耐性獲得を誘導することにより、転移カスケードプロセスにも関与しています（PubMed:10910050、PubMed:14724575）。
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	MCF7 細胞溶解物における CEACAM6 発現のウェスタン ブロット分析。

